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企画に当たって

識者に問う

近年、日本では物価高に賃金の増加が追い付かない。
物価上昇を上回って賃金が持続的に増えるために必要な政策や
取り組みは何かを議論する。
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近年の物価高に、賃金の増加が追い

付かない。過去 30 年、主要先進国

が 1人当たり実質賃金を伸ばしてき

たのに対し、日本は停滞が続いてい

る。実質賃金の低迷には複数の構造

的な要因が存在することが指摘され

てきた。今こそ、それを克服するた

めの政策議論を深める必要がある。

日本の実質賃金が持続的に上昇する

ために必要な取り組みや、日本企業

の競争力向上の道筋について、各専

門分野の研究者と財界関係者に聞い

た。

実質賃金の引き上げ�
―�必要な具体策は�
何か



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

企
業
を
超
え
た

社
会
全
体
の
構
造
改
革
を

―
規
制
を
見
直
し
、
経
営
者
マ
イ
ン
ド
へ
働
き
か
け
よ

「
賃
上
げ
」
と
い
う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
、
政
策
の
大
き
な
目
標
に
な
っ
て
久
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
働
く
側
の
立
場
な
ら
賃
金

上
昇
に
よ
っ
て
所
得
が
上
が
っ
て
い
く
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
だ
が
、
経
済
全
体
で
賃
金
、
特
に
実
質
賃
金
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、

な
か
な
か
に
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
今
回
の
「
わ
た
し
の
構
想
」
は
、
各
分
野
の
専
門
家
の
方
々
に
、
実
質
賃
金
を
引
き
上
げ
て
い
く

う
え
で
重
要
と
考
え
る
点
に
つ
い
て
、
貴
重
な
指
摘
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
す
べ
て
の
方
々
が
異
口
同
音
に
指
摘
し
て
い
た
の
は
、

労
働
生
産
性
の
引
き
上
げ
が
必
要
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
持
続
的
に
実
質
賃
金
を
引
き
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
労
働
生
産
性
が
上
昇
し

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
れ
で
は
、
何
を
す
る
こ
と
が
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
か
。

大
企
業
の
投
資
を
促
進
し
、
働
く
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る

伊
藤
恵
子
・
千
葉
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
院
教
授
は
、
大
企
業
の
投
資
促
進
が
、
実
質
賃
金
上
昇
の
カ
ギ
だ
と
指
摘
す
る
。
日
本

で
は
大
企
業
の
無
形
資
産
へ
の
投
資
が
増
え
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
人
的
資
本
や
組
織
改
革
に
向
け
た
投
資
が
増
え
て
い
な
い
こ
と
が

労
働
生
産
性
の
上
昇
を
妨
げ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
裏
側
に
は
、
労
働
者
の
ス
キ
ル
を
企
業
内
や
労
働
市
場
で
評
価
す
る
仕
組

み
が
確
立
し
て
い
な
い
構
造
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
中
小
企
業
の
投
資
も
、
伸
び
て
い
る
企
業
を
も
っ
と
支
援
で
き
る
制
度
に
改
め
て

い
く
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

横
山
泉
・
一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
は
、
労
働
生
産
性
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
は
、
企
業
の
供
給
力
を
強
化
し
、
中
長
期

的
成
長
を
促
す
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
指
摘
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
働
く
こ
と
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
制
度
設
計
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、「
年
収
の
壁
」
の
見
直
し
な
ど
労
働
供
給
の
抑
制
を
招
く
制
度
的
・
慣
習
的
要
因
を
な
く
す
こ
と
が
必
要
と
主
張
し
て
い
る
。

ま
た
、
非
認
知
能
力
ま
で
判
断
で
き
る
よ
う
な
総
合
適
性
検
査
等
を
有
効
活
用
す
る
等
に
よ
っ
て
、
仕
事
と
労
働
者
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
是

正
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
述
べ
た
。

企
業
の
リ
ス
ク
テ
イ
ク
促
進
、
研
究
開
発
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
見
直
し
を

野
間
幹
晴
・
一
橋
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
経
営
管
理
専
攻
教
授
は
、
生
産
性
を
上
げ
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
企
業
が
リ
ス
ク

テ
イ
ク
す
る
構
造
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
企
業
の
流
動
性
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と

し
て
、
企
業
の
新
陳
代
謝
が
起
き
に
く
い
現
状
の
問
題
点
を
挙
げ
て
い
る
。
加
え
て
、
企
業
の
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
し
っ
か
り
支
え
る
方
向

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
／
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科 

教
授

柳
川
範
之
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KEY
WORDS

実
質
賃
金
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
、
幅
広
い
構
造
改
革
、
具
体
論
の
掘
り
下
げ

経
済
全
体
の
マ
イ
ン
ド
や
制
度
的
課
題
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
全
体
の
マ
イ
ン
ド
、
社
会
全
体
の
規
制
、
市
場
環
境
と
い
っ

た
、
よ
り
幅
広
い
構
造
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ど
の
よ
う
に
実
行
す
る
か
が
、
や
は
り
重
要
な
カ
ギ
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
改
革
の
方
向
性
や
変
え
て
い

く
べ
き
形
が
明
確
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
ど
う
実
行
す
る
の
か
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
動
か
す
の
か
が
明
確
で
な
い
と

変
革
は
な
か
な
か
進
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
実
質
賃
金
引
き
上
げ
と
い
う
、
一
見
す
る
と
企
業
の
課
題
と
み
え
る
も
の
で

あ
っ
て
も
、
政
治
的
な
実
行
力
を
い
か
に
高
め
、
必
要
な
変
革
を
ど
う
引
き
起
こ
し
て
い
く
か
と
い
う
、
現
実
的
な
具
体
論
の
掘
り
下
げ

の
重
要
性
が
、
識
者
の
方
々
の
議
論
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

柳
川
範
之
（
や
な
が
わ
・
の
り
ゆ
き
）�

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
。
博
士
（
経
済
学
）（
東
京
大
学
）。
専
門

は
契
約
理
論
、
金
融
契
約
。
経
済
財
政
諮
問
会
議
議
員
。

で
資
本
市
場
を
整
備
す
べ
き
だ
と
す
る
。
さ
ら
に
は
、
企
業
側
だ
け
で
は
な
く
、
労
働
市
場
の
流
動
性
を
高
め
る
必
要
性
や
、
経
営
者
の

ア
ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
高
め
る
仕
組
み
づ
く
り
の
重
要
性
も
強
調
し
て
い
る
。

吉
岡
（
小
林
）
徹
・
一
橋
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
経
営
管
理
専
攻
准
教
授
は
、
企
業
内
に
お
い
て
、
研
究
開
発
、
特
に
研
究
開

発
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
高
度
化
で
き
て
い
な
い
点
を
問
題
視
し
て
い
る
。
非
連
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
す
た
め
に
は
、

少
数
の
精
鋭
人
材
が
活
躍
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
研
究
人
材
の
実
働
と
活
躍
の
場
を
増
や
し
て
、「
ハ
イ
リ
ス
ク
に
挑
戦
す
る
経
営
」

を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
は
、
政
府
が
企
業
の
退
出
と
再
挑
戦
を
後
押
し
す
る
こ
と
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き

起
こ
し
、
生
産
性
を
引
き
上
げ
る
う
え
で
必
要
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

安
川
健
司
・
一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
委
員
長
／
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
は
、

研
究
開
発
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
素
早
く
社
会
に
実
装
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
社
会
実
装
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
異
業
種
間
お
よ
び
組
織
横
断
的
連
携
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
縦
割
り
を
排
し
た
組
織
改
革
に
よ
っ
て
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
見
直
し
を
大
胆
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
雇
用
慣
行
を
築
き
、「
産
学

往
還
」
を
当
た
り
前
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
は
時
流
に
合
わ
な
い
規
制
や
、
収
益
化
に
消
極
的
な
大
学
の
姿
勢
が
生

産
性
の
向
上
を
妨
げ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
。

改
革
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
実
行
す
る
の
か
、
具
体
論
の
掘
り
下
げ
を

こ
の
よ
う
な
議
論
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
だ
ろ
う
。
一
つ
は
、
実
質
賃
金
を
持
続
的
に
上

昇
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
労
働
生
産
性
を
引
き
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
狭
い
意
味
で
、
労
働
者
の
能
力
向

上
を
目
指
す
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
識
者
の
方
々
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
、
企
業
側
の
課
題
あ
る
い
は
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識　者　に　問　う

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

実
質
賃
金
の
低
迷
を
巡
る

現
在
の
政
府
の
対
応
を

ど
う
考
え
る
か
。

日
本
の
実
質
賃
金
の

上
昇
に
向
け
て

必
要
な
取
り
組
み
は
何
か
。

働くインセンティブ、企業の生産性を高め、
賃上げに循環させよう

一橋大学大学院経済学研究科 教授横山 泉

働くインセンティブ、労働供給を歪めない仕組み、
仕事と労働者のミスマッチ

異業種連携でイノベーションを起こし、
社会実装を速める改革を

一般社団法人日本経済団体連合会 イノベーション委員長／
アステラス製薬株式会社 代表取締役会長安川健司

異業種連携、組織改革、スピーディーな社会実装

経営者は研究開発者を
マネジメントできているか

一橋大学大学院経営管理研究科経営管理専攻 准教授吉岡（小林）徹

企業のイノベーション活動の二極化、研究者のマネジメント、
公的支援によるゾンビ化

先端技術、人的資本への投資で、
中長期の生産性を高めよう

千葉大学大学院社会科学研究院 教授伊藤恵子

中長期の労働生産性、大企業の投資促進、無形資産

一橋大学大学院経営管理研究科経営管理専攻 教授野間幹晴
企業がリスクテイクし、
成長期待の高い投資をする環境を

企業の流動性、資本市場の整備、人材の流動性、アニマルスピリッツ

インタビュー実施：2025 年 7 月～ 9月
聞き手：井上敦（NIRA 総研主任研究員）
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識
者
に
問
う

実
質
賃
金
の
低
迷
を
巡
る
現
在
の
政
府
の
対
応
を
ど
う
考
え
る
か
。
日
本
の
実
質
賃
金
の
上
昇
に
向
け
て
必
要
な
取
り
組
み
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

先
端
技
術
、
人
的
資
本
へ
の
投
資
で
、

中
長
期
の
生
産
性
を
高
め
よ
う

伊
藤
恵
子

千
葉
大
学
大
学
院

社
会
科
学
研
究
院

教
授

本
の
国
際
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
低
下
に
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
足
元
の
政
策
議
論
は
減
税
や
給

付
な
ど
短
期
策
ば
か
り
だ
が
、
心
配
な
の
は
明
日
の
日
本
で
は
な
く
、
一
〇
年
、
二
〇
年
先
の
日
本

の
成
長
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
先
端
技
術
や
人
的
資
本
に
投
資
を
行
い
、
中
長
期
の
労
働
生
産
性
を
高
め
ら

れ
る
の
か
が
最
大
の
課
題
だ
。
労
働
生
産
性
を
上
げ
な
け
れ
ば
、
実
質
賃
金
は
上
が
ら
な
い
。

「
骨
太
方
針
二
〇
二
五
」
に
は
賛
同
す
る
が
、
大
企
業
の
投
資
を
促
進
さ
せ
る
方
策
が
欠
け
て
い
る
。
大

企
業
は
従
業
員
数
で
は
全
体
の
三
割
だ
が
、
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
る
。
大
企
業
が
積
極

投
資
し
て
成
長
し
な
け
れ
ば
、
経
済
の
パ
イ
は
大
き
く
な
ら
ず
、
中
小
企
業
や
非
市
場
型
サ
ー
ビ
ス
の
賃
上

げ
も
進
み
に
く
い
。
大
企
業
の
手
元
資
金
を
い
か
に
投
資
に
向
か
わ
せ
る
か
が
、
賃
金
の
今
後
に
も
関
わ
る
。

欧
米
で
も
物
的
投
資
は
増
え
て
い
な
い
が
、
日
本
が
と
り
わ
け
大
き
く
異
な
る
の
は
、
無
形
資
産
へ
の
投

資
だ
。
日
本
企
業
は
、
情
報
化
や
研
究
開
発
へ
の
投
資
停
滞
に
加
え
、
こ
の
三
〇
年
、
人
的
資
本
や
組
織
改

革
に
向
け
た
投
資
を
怠
り
、
む
し
ろ
減
ら
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
大
い
に
反
省
す
べ
き
だ
。
そ
の
背
景
に
は
、

労
働
者
の
ス
キ
ル
を
企
業
内
や
労
働
市
場
で
評
価
す
る
仕
組
み
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ

う
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
国
際
成
人
力
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｃ
）
で
も
、
日
本
は
教
育
で
得
た
ス
キ
ル
を
仕
事
で
生
か

せ
て
い
な
い
人
が
多
い
、
と
の
結
果
が
あ
る
。
海
外
で
学
ん
だ
知
見
を
生
か
せ
ず
に
転
職
し
て
し
ま
い
、
そ

の
事
態
を
み
た
企
業
が
人
的
投
資
に
躊ち

ゅ

躇う
ち
ょす
る
こ
と
が
起
き
て
い
る
。
獲
得
し
た
ス
キ
ル
を
職
務
で
生
か
し
、

そ
の
仕
事
が
正
当
に
評
価
さ
れ
、
報
酬
に
結
び
つ
く
仕
組
み
が
な
け
れ
ば
、
人
的
資
本
投
資
は
進
ま
な
い
。

中
小
企
業
に
も
、
制
度
設
計
で
工
夫
す
れ
ば
や
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
現
行
制
度
で
は
、
企
業
が
成
長
し
て

「
中
小
」
の
定
義
か
ら
外
れ
る
と
支
援
を
失
う
た
め
、中
小
に
と
ど
ま
る
誘
因
に
な
り
か
ね
な
い
問
題
が
あ
る
。

中
小
企
業
へ
の
支
援
は
、
従
業
員
数
や
資
本
金
の
規
模
基
準
で
は
な
く
、
伸
び
て
い
る
企
業
を
支
援
で
き
る

制
度
に
改
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
新
規
の
研
究
開
発
は
大
企
業
よ
り
中
小
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
方
が
取
り
組
み
や
す
い
。
開
発
や
実
用
化
が
遅
れ
が
ち
な
医
薬
品
・
自
動
運
転
・
デ
ジ
タ
ル
／
Ａ
Ｉ
で

は
、
特
区
を
活
用
し
て
新
技
術
を
大
胆
に
試
せ
る
環
境
を
整
え
、
そ
こ
に
中
小
企
業
も
参
画
し
て
成
長
で
き

る
土
壌
を
つ
く
る
こ
と
も
有
効
だ
ろ
う
。
ア
ジ
ア
の
企
業
や
外
国
人
の
参
画
を
促
す
の
も
重
要
だ
。

こ
れ
ま
で
は
過
去
の
遺
産
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
が
、
技
術
は
急
速
に
変
化
し
て
お
り
、
い
つ
ま
で
も
遺
産

で
は
食
べ
て
い
け
な
い
。
今
こ
そ
長
期
的
視
点
で
抜
本
的
改
革
を
着
実
に
実
行
す
る
と
き
だ
。

� 日国
際
経
済
の
観
点
か
ら
日
本
経
済
を
研
究
。
専
門
は
、
国
際
経
済
、
経
済
政
策
。（
財
）
国
際
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
上
級
研
究
員
、

専
修
大
学
経
済
学
部
教
授
、
中
央
大
学
商
学
部
教
授
等
を
経
て
、
二
〇
二
二
年
よ
り
現
職
。
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
客
員
研
究
官

も
務
め
る
。
一
橋
大
学
博
士
（
経
済
学
）。
著
書
に
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
日
本
企
業
―
国
際
収
支
構
造
変
化
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
実
証

分
析
』（
二
〇
二
五
年
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）
な
ど
。
主
に
企
業
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
貿
易
や
海
外
展
開
に
関
す
る
分
析
を
行
っ
て

い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
国
際
比
較
分
析
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トB

usiness D
ynam

ics and P
roductivity

（2017, OECD

）
に
も
参
画
。

伊
藤
恵
子
（
い
と
う
・
け
い
こ
）

ダロン・アセモグル、サイモン・ジョンソン〔2023〕

技術革新と不平等の 1000年史
上・下

鬼澤忍・塩原通緒（翻訳）、早川書房

11 10No. 80—2025年 10月わたしの構想



識
者
に
問
う

実
質
賃
金
の
低
迷
を
巡
る
現
在
の
政
府
の
対
応
を
ど
う
考
え
る
か
。
日
本
の
実
質
賃
金
の
上
昇
に
向
け
て
必
要
な
取
り
組
み
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

働
く
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
企
業
の
生
産
性
を
高
め
、

賃
上
げ
に
循
環
さ
せ
よ
う

横
山 

泉

一
橋
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科

教
授

民
か
ら
の
理
解
と
信
頼
を
得
ら
れ
な
い
限
り
、
政
府
は
ど
ん
な
政
策
を
打
っ
て
も
期
待
通
り
の
結
果

を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
人
々
の
関
心
は
遠
い
先
の
年
金
で
は
な
く
、「
明

日
の
手
取
り
」
に
向
け
ら
れ
、
税
や
社
会
保
険
料
の
支
払
い
へ
の
抵
抗
感
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
で
「
社
会
保
険
へ
の
加
入
で
将
来
受
け
取
る
年
金
給
付
は
増
額
さ
れ
る
」
と
政
府
が
伝
え
た
と
こ
ろ
で
響

か
ず
、
人
々
は
目
先
の
保
険
料
負
担
を
重
く
感
じ
、
被
扶
養
者
の
「
第
三
号
」
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
選
択
す

る
。
労
働
力
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
中
で
、
こ
れ
で
は
彼
ら
の
労
働
供
給
を
十
分
に
確
保
で
き
な
い
。

ま
た
、
政
府
は
「
賃
金
を
上
げ
る
」
こ
と
を
方
針
と
し
て
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
賃
金
上
昇
は
企
業

に
と
っ
て
直
接
的
な
コ
ス
ト
増
大
で
あ
る
た
め
、
賃
金
を
上
げ
る
に
は
併
せ
て
労
働
者
の
生
産
性
も
上
が
る

必
要
が
あ
る
。
だ
が
企
業
が
中
長
期
的
に
成
長
し
て
い
な
け
れ
ば
、
生
産
性
の
向
上
自
体
が
実
現
不
可
能
だ
。

そ
の
意
味
で
も
供
給
力
を
強
化
し
、
成
長
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
の
方
法
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

第
一
に
、
働
く
こ
と
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
た
め
に
、「
国
の
支
え
手
を
支
え
る
」
制
度
設
計
に

す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
米
国
の
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
（
注
）
の
よ
う
に
働
く
個
人
に
こ
そ
給
付
が
払
わ
れ
る
と
い

国う
仕
組
み
に
し
た
り
、
所
得
減
税
や
、
所
得
税
の
最
高
税
率
を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
、
働
き
手
と
し
て
頑
張

る
個
人
が
、
こ
の
ま
ま
日
本
で
働
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
をencourage

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
に
、
労
働
供
給
の
抑
制
を
招
く
制
度
的
・
慣
習
的
要
因
を
な
く
す
。
諸も

ろ

々も
ろ

の
「
年
収
の
壁
」
の
見
直

し
を
通
じ
て
、
働
く
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
最
低
で
も
削そ

が
な
い
、
労
働
供
給
を
歪ゆ

が

め
な
い
仕
組
み
と
す
る
。

第
三
に
、
仕
事
と
労
働
者
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
是
正
だ
。
魅
力
あ
る
企
業
ほ
ど
従
業
員
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が

起
き
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
発
揮
さ
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
がYokoyam

a et al. 

（2024

）
で
示
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
誰
も
が
知
る
よ
う
な
大
企
業
ほ
ど
、
内
定
を
も
ら
っ
て
、
企
業
風
土
な
ど
が
自
分
に
合
わ
な
い
と

内
心
自
覚
し
つ
つ
も
「
辞
退
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
内
定
を
承
諾
す
る
人
が
相
当
数
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
就
職
後
、
彼
ら
の
生
産
性
は
低
く
な
る
。
そ
の
場
合
、
内
定
を
出
す
企
業
の
方
が
、
む
し
ろ
マ

ッ
チ
ン
グ
を
十
分
に
考
慮
し
て
内
定
の
判
断
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
情
報
の
非
対
称
性
を

な
く
す
よ
う
な
、
非
認
知
能
力
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
総
合
適
性
検
査
な
ど
の
有
効
活
用
が
必
至
で
あ
る
。

不
況
下
で
も
景
気
対
策
に
終
始
せ
ず
、
中
長
期
の
成
長
力
の
強
化
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
ま
ず
は
現

在
の
労
働
力
や
潜
在
的
労
働
力
の
有
効
活
用
に
加
え
、
中
長
期
的
な
供
給
力
強
化
が
重
要
と
考
え
る
。

�税
制
が
労
働
供
給
へ
与
え
る
影
響
、
賃
金
硬
直
性
の
理
論
的
・
実
証
的
分
析
、
正
規
・
非
正
規
労
働
者
の
雇
用
・
賃
金
調
整
な
ど
、
労
働

経
済
に
お
け
る
諸
問
題
を
幅
広
く
研
究
。
専
門
は
、
労
働
経
済
学
、
応
用
計
量
経
済
学
。
一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
講
師
、
准
教

授
を
経
て
、
二
〇
二
三
年
よ
り
現
職
。
経
済
学
博
士
（
ミ
シ
ガ
ン
大
学
）。
全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
会
議
構
成
員
、
経
済
・
財
政
一
体

改
革
推
進
委
員
会
委
員
。
財
務
総
研
上
席
客
員
研
究
員
。
日
本
経
済
学
会
理
事
。
代
表
作
にTakaku and Yokoyam

a 

（2021, Journal 
of Public Econom

ics

）
な
ど
。
二
〇
二
三
年
度
日
本
経
済
学
会
・
女
性
研
究
者
奨
励
賞
（
日
本
生
命
賞
）
を
受
賞
。

横
山 

泉
（
よ
こ
や
ま
・
い
ず
み
）

小野浩〔2024〕

人的資本の論理
人間行動の経済学的アプローチ

日本経済新聞出版

（
注
）税
額
控
除
に
加
え
、
控
除
し
き
れ
な
い
額
は
給
付
を
支
給
。
そ
の
結
果
、
一
定
所
得
ま
で
は
賃
金
率
増
加
と
同
等
の
効
果
を
持
つ
。

（参考）	 Izumi Yokoyama, Takuya Obara, Arisa Shichijo Kiyomoto, Kaichi Kusada, Kazuma Edamura, and Tomohiko 
Inui, “Endogenous Decisions on Acceptable Worker-job Mismatch Level and the Impact on Workers’ 
Performance,” Japan and the World Economy, Volume 72, 101283, 2024.
Reo Takaku and Izumi Yokoyama, “What the COVID-19 School Closure Left in Its Wake: Evidence from a 
Regression Discontinuity Analysis in Japan,” Journal of Public Economics, Volume 195, 104364, 2021.
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識
者
に
問
う

実
質
賃
金
の
低
迷
を
巡
る
現
在
の
政
府
の
対
応
を
ど
う
考
え
る
か
。
日
本
の
実
質
賃
金
の
上
昇
に
向
け
て
必
要
な
取
り
組
み
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

企
業
が
リ
ス
ク
テ
イ
ク
し
、

成
長
期
待
の
高
い
投
資
を
す
る
環
境
を

本
で
は
、
政
府
の
補
助
金
政
策
に
よ
り
、
企
業
の
新
陳
代
謝
が
低
下
し
て
い
る
。
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
は
、
最
低
賃
金
を
支
払
え
な
い
企
業
の
退
出
を
促
す
と
い
う
点
で
評
価
で
き
る
。
他
方
、
政
府

が
行
っ
て
い
る
賃
金
引
き
上
げ
の
要
請
で
は
、
生
産
性
を
上
げ
、
競
争
力
を
強
化
す
る
こ
と
は
困
難
だ
。
先

に
金
銭
的
な
ギ
フ
ト
を
与
え
て
労
働
者
に
生
産
性
の
向
上
を
促
す
や
り
方
は
「
ギ
フ
ト
理
論
（
贈
与
交
換
理

論
）」
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
、
生
産
性
が
向
上
し
な
い
限
り
、
継
続
的
な
賃
上
げ
は
実
現
し
な
い
。
課
題

の
本
質
を
見
極
め
、
次
の
三
つ
の
政
策
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

第
一
に
、
企
業
の
流
動
性
を
高
め
る
こ
と
だ
。
日
本
は
、
世
界
の
中
で
も
長
寿
企
業
が
突
出
し
て
多
い
。

裏
返
す
と
、
企
業
の
新
陳
代
謝
が
起
き
に
く
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
企
業
年
金
の
受
益
者
保

護
が
強
い
か
ら
だ
。
二
〇
一
〇
年
の
日
本
航
空
の
会
社
更
生
手
続
き
で
は
、
金
融
機
関
の
債
権
の
八
七
・
五

％
が
放
棄
さ
れ
た
が
、
企
業
年
金
の
減
額
は
約
四
割
に
と
ど
ま
っ
た
。
欧
米
で
は
、
企
業
に
代
わ
っ
て
年
金

給
付
を
保
証
す
る
支
払
保
証
制
度
が
主
流
と
な
り
、
企
業
が
市
場
か
ら
退
出
し
や
す
い
。

第
二
に
、
企
業
の
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
支
え
る
資
本
市
場
を
整
備
す
る
こ
と
だ
。
日
本
の
資
本
市
場
で
は
、

上
場
企
業
で
も
赤
字
が
続
い
て
い
る
と
、
資
金
調
達
は
容
易
で
は
な
い
。
米
国
で
は
上
場
企
業
の
約
三
割
が

赤
字
だ
が
、
赤
字
企
業
で
も
資
金
調
達
が
可
能
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
エ
ク
イ
テ
ィ
や
社
債
市
場
の
質
、

量
が
さ
ら
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
企
業
の
リ
ス
ク
テ
イ
ク
が
後
押
し
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
労
働
市
場
の
流
動
性
を
高
め
る
こ
と
だ
。
現
行
の
解
雇
規
制
は
労
働
者
を
保
護
す
る
仕
組
み
で

あ
る
。
し
か
し
、
収
益
悪
化
時
に
人
員
調
整
が
困
難
な
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
産
業
に
人
材
が
供
給
さ
れ
に

く
い
。
労
働
市
場
の
流
動
性
を
向
上
し
、
人
的
資
本
投
資
を
促
進
す
る
仕
組
み
が
重
要
だ
。

企
業
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
あ
る
。
日
本
企
業
の
企
業
価
値
低
迷
の
真
因
は
、
成
長
に
向
け
た
投
資
が

不
十
分
な
点
に
あ
る
。
経
営
者
の
ア
ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
高
め
る
仕
組
み
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
経
営
者
報
酬
を
Ｔ
Ｓ
Ｒ
（Total Shareholder Return

）
に
連
動
さ
せ
る
な
ど
、
株
主
と
の
利
害
が
一

致
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
の
導
入
が
期
待
さ
れ
る
。
ア
ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ツ
に
溢あ

ふ

れ
る
経
営
者
が
不
可

欠
な
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

政
策
に
よ
る
企
業
の
新
陳
代
謝
の
促
進
と
、
企
業
経
営
の
リ
ス
ク
志
向
へ
の
転
換
が
相
ま
っ
て
初
め
て
、

日
本
経
済
が
成
長
軌
道
に
乗
る
。
政
府
と
企
業
の
双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。

�日
本
企
業
の
人
的
投
資
の
現
状
や
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
精
通
。
専
門
は
、
財
務
会
計
、
企
業
価
値
評
価
、
企
業
変
革
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
研
究
員
等
を
経
て
、
二
〇
一
九
年
よ
り
現
職
。
一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
、

博
士
（
商
学
）。
著
書
『
退
職
給
付
に
係
る
負
債
と
企
業
行
動
』
に
て
、
第
六
三
回
日
経
・
経
済
図
書
文
化
賞
を
受
賞
。
退
職
給
付
に
係

る
負
債
の
観
点
か
ら
、
日
本
企
業
が
リ
ス
ク
回
避
的
・
保
守
的
で
あ
る
こ
と
を
実
証
的
に
示
し
た
。
他
に
『
業
績
予
想
の
実
証
分
析
―
企

業
行
動
と
ア
ナ
リ
ス
ト
を
中
心
に
』
や
『
二
項
動
態
経
営
―
共
通
善
に
向
か
う
集
合
知
創
造
』
等
多
数
。

野
間
幹
晴
（
の
ま
・
み
き
は
る
）

野
間
幹
晴

一
橋
大
学
大
学
院

経
営
管
理
研
究
科

経
営
管
理
専
攻 

教
授

日

野間幹晴〔2020〕

退職給付に係る負債と企業行動
内部負債の実証分析

中央経済社
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識
者
に
問
う

実
質
賃
金
の
低
迷
を
巡
る
現
在
の
政
府
の
対
応
を
ど
う
考
え
る
か
。
日
本
の
実
質
賃
金
の
上
昇
に
向
け
て
必
要
な
取
り
組
み
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

経
営
者
は
研
究
開
発
者
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
て
い
る
か

吉
岡（
小
林
）徹

一
橋
大
学
大
学
院

経
営
管
理
研
究
科

経
営
管
理
専
攻

准
教
授

本
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
「
し
て
い
る
企
業
」
と
「
し
て
い
な
い
企
業
」
と
の
二
極
化
が
明
確
に

な
っ
て
い
る
。
新
製
品
を
出
す
企
業
の
割
合
は
二
〇
一
〇
年
代
に
か
な
り
低
下
し
て
し
ま
っ
た
。
中

規
模
以
上
の
企
業
で
、
過
去
三
年
間
に
新
製
品
を
出
し
た
の
は
四
社
に
一
社
に
す
ぎ
な
い
。
特
許
を
出
し
た

「
発
明
者
」
の
数
は
ピ
ー
ク
時
の
約
三
分
の
二
ま
で
縮
小
し
、
し
か
も
過
半
数
が
「
発
明
活
動
に
充
て
る
時

間
は
二
割
以
下
」
と
答
え
る
。
発
明
者
数
が
右
肩
上
が
り
の
米
国
と
は
対
照
的
だ
。

実
は
、
政
府
統
計
で
み
る
と
、
企
業
に
所
属
す
る
研
究
者
の
数
は
増
加
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
そ
れ
ら
の
人

材
が
実
働
で
き
て
い
な
い
の
か
。
問
題
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
拙
さ
だ
ろ
う
。
研
究
開
発
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
高
度
化
し
て
い
る
。
経
営
者
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
大
事
」
と
口
先
で
は
言
う
が
、
旧
態
依
然
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
と
ど
ま
り
、
実
質
的
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
人
を
投
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
従
事
す
る
人
材
を
厚
く
す
る
こ
と
に
加
え
、
非
連
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
に
は
、
そ
れ
を
実
現
し
得
る
少
数
の
精
鋭
人
材
が
活
躍
す
る
必
要
が
あ
る
。「
皆
同
じ
に
」
と
い
う
横
並

び
の
組
織
風
土
で
は
、
従
業
員
は
リ
ス
キ
リ
ン
グ
な
ど
の
自
己
研け

ん

鑽さ
ん

に
も
消
極
的
な
ま
ま
で
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
す
る
人
の
足
を
も
引
っ
張
っ
て
し
ま
う
。
企
業
は
デ
フ
レ
期
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
志
向
を
改
め
、
研
究

人
材
の
実
働
と
活
躍
の
場
を
増
や
し
、「
ハ
イ
リ
ス
ク
に
挑
戦
す
る
経
営
」
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

政
府
も
問
題
の
本
質
を
認
識
す
べ
き
だ
。
公
的
支
援
が
「
ゾ
ン
ビ
企
業
」
の
延
命
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

か
。
ゾ
ン
ビ
企
業
を
延
命
さ
せ
る
と
、
せ
っ
か
く
企
業
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
新
製
品
を
出
し
て

も
、
ゾ
ン
ビ
企
業
の
既
存
製
品
と
競
合
し
て
熾し

烈れ
つ

な
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
価
格

競
争
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害
し
、
産
業
全
体
の
活
力
を
失
わ
せ
る
。
活
発
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要

な
の
は
、
程
よ
い
競
争
と
新
陳
代
謝
が
働
く
土
壌
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
産
業
政
策
の
検
証
が
求
め
ら
れ
る
。

一
方
、
経
営
者
個
人
が
会
社
の
連
帯
保
証
人
と
な
る
「
経
営
者
保
証
」
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、

廃
業
を
容
易
に
し
て
企
業
の
新
陳
代
謝
を
促
す
上
で
歓
迎
で
き
る
。
一
度
事
業
に
失
敗
し
て
も
、
教
訓
を
生

か
し
て
新
た
に
挑
戦
で
き
る
環
境
が
あ
れ
ば
、
企
業
の
新
陳
代
謝
を
促
せ
る
。

政
府
の
政
策
が
企
業
の
退
出
と
再
挑
戦
を
後
押
し
し
、
企
業
が
研
究
開
発
の
人
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
高
度

化
を
通
じ
て
リ
ス
ク
あ
る
事
業
に
挑
戦
す
る
。
こ
の
二
つ
が
両
輪
と
な
れ
ば
、
研
究
開
発
投
資
が
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
結
び
付
く
。

�専
門
は
、
技
術
経
営
、
科
学
技
術
政
策
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
チ
ー
ム
の
あ
り
方
や
、
最
適
な
製
品
外
観
の
属
性
の
分
析
、
中
長
期

の
収
益
を
視
野
に
入
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
設
計
の
要
因
分
析
に
関
心
が
高
い
。
三
菱
総
合
研
究
所
研
究
員
、
東
京
大
学
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ

ン
タ
ー
特
任
研
究
員
、
一
橋
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師
等
を
経
て
、
二
〇
一
九
年
よ
り
現
職
。
博
士
（
工
学
）（
東
京

大
学
）。「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
定
石
」
を
『
一
橋
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ビ
ュ
ー
』
で
一
〇
回
に
わ
た
り
連
載
（
二
〇
二
一
年
～

二
〇
二
三
年
）。
共
著
書
に
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
経
済
学
』（
二
〇
一
九
年
、
中
央
経
済
社
）。

吉
岡（
小
林
）徹
（
よ
し
お
か（
こ
ば
や
し
）・
と
お
る
）

特集：進化するビジネスモデル
未来を切り開く戦略思考

『一橋ビジネスレビュー』2025年夏号 Vol. 73 No. 1

日
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識
者
に
問
う

実
質
賃
金
の
低
迷
を
巡
る
現
在
の
政
府
の
対
応
を
ど
う
考
え
る
か
。
日
本
の
実
質
賃
金
の
上
昇
に
向
け
て
必
要
な
取
り
組
み
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

異
業
種
連
携
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
起
こ
し
、

社
会
実
装
を
速
め
る
改
革
を

安
川
健
司

一
般
社
団
法
人

日
本
経
済
団
体
連
合
会

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
委
員
長
／

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

業
単
位
で
は
、
小
さ
な
ア
イ
デ
ア
を
組
み
合
わ
せ
、
ま
た
、
既
存
の
技
術
を
新
た
な
分
野
に
転
用
す

る
こ
と
で
、
新
規
の
商
品
を
作
る
こ
と
が
可
能
だ
。
わ
が
国
の
企
業
の
研
究
開
発
・
技
術
レ
ベ
ル
が

必
ず
し
も
欧
米
に
劣
後
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
た
だ
競
争
に
勝
つ
に
は
、
継
続
的
に
ア
イ
デ
ア
を
創
出

し
、
素
早
く
社
会
実
装
す
る
環
境
が
求
め
ら
れ
る
。

社
会
実
装
を
活
性
化
さ
せ
る
柱
の
一
つ
が
、
異
業
種
連
携
で
あ
る
。
身
近
な
好
例
に
、
東
京
医
科
歯
科
大

学
と
東
京
工
業
大
学
を
統
合
し
た
東
京
科
学
大
学
の
設
置
が
あ
る
。「
医
工
連
携
」、
工
学
を
医
療
・
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
へ
応
用
す
る
と
い
う
発
想
だ
。
弊
社
も
電
機
メ
ー
カ
ー
と
協
業
し
、
手
作
業
に
伴
う
「
ば
ら
つ

き
」
を
排
除
す
る
こ
と
で
細
胞
製
造
の
正
確
性
・
再
現
性
・
成
功
確
率
の
大
幅
な
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

企
業
内
で
も
同
様
で
、
多
機
能
が
協
働
し
、
各
部
門
を
横
串
で
貫
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
こ
そ
が
、
社

会
実
装
へ
の
カ
ギ
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
組
織
改
革
で
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
見
直
し
を
大
胆
に
行
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
従
来
の
縦
割
り
部
門
の
ま
ま
部
門
責
任
者
の
意
見
の
調
整
に
時
間
を
要
す
る
よ
う
で
は
、

開
発
が
迅
速
に
進
ま
な
い
。
弊
社
で
は
、
意
思
決
定
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
に
一
元
化
し
、
各
部
門
の

企上
長
は
人
材
の
育
成
と
供
給
に
責
任
を
持
つ
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
雇
用
制
度
改
革
も
重
要
だ
。
産
業
分
野

に
よ
っ
て
は
、
今
や
高
度
人
材
は
す
で
に
終
身
雇
用
で
は
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
起
点
に

世
界
か
ら
最
適
人
材
を
確
保
す
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
。
大
学
も
企
業
も
、
よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
雇
用
慣

行
を
築
く
な
ど
「
産
学
往
還
」
を
当
た
り
前
に
し
な
け
れ
ば
、
優
れ
た
人
材
は
海
外
へ
流
れ
て
し
ま
う
。

一
方
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
社
会
実
装
と
い
う
点
で
、
政
府
と
大
学
が
抱
え
る
課
題
は
大
き
い
。
ま
ず
政
府

に
は
、
世
界
標
準
と
整
合
せ
ず
時
流
に
そ
ぐ
わ
な
い
規
制
の
見
直
し
を
求
め
た
い
。
業
界
に
よ
っ
て
は
日
本

の
規
制
の
下
で
研
究
開
発
が
円
滑
に
進
ま
な
い
場
合
、
最
先
端
の
研
究
開
発
を
海
外
で
実
施
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
現
行
の
科
学
的
知
見
に
照
ら
し
規
制
を
迅
速
に
撤
廃
・
更
新
す
べ
き
だ
。
次
に
大
学
だ
が
、
数
多
く
の

優
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
一
方
、「
営
利
は
学
問
と
相
い
れ
な
い
」
と
い
う
価
値
観
が
根
強
い
と
の
見

方
も
あ
り
、
研
究
か
ら
の
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
や
収
益
化
に
消
極
的
な
姿
勢
が
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

今
、
わ
れ
わ
れ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
長
期
的
・
巨
視
的
な
観
点
か
ら
、
日
本
の
未
来
を
描
く
こ
と

だ
。
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
、
そ
し
て
資
源
に
乏
し
い
日
本
が
い
か
に
外
貨
を
稼
ぎ
続
け
る
か
。
そ
の
た

め
の
基
盤
と
な
る
産
業
政
策
を
、
企
業
、
政
治
、
大
学
が
協
働
し
て
、
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�経
団
連
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
委
員
長
を
務
め
、
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ア
ス
テ
ラ
ス
製

薬
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
。
長
年
に
わ
た
り
経
営
の
中
枢
を
担
い
、
革
新
的
な
医
薬
品
開
発
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
と
企
業
の
成
長

を
主
導
し
て
き
た
。
東
京
大
学
大
学
院
農
学
系
研
究
科
修
了
。
一
九
八
六
年
山
之
内
製
薬
（
当
時
）
入
社
。
米
国
で
前
立
腺
治
療
薬
の
開

発
業
務
に
従
事
。
執
行
役
員
、
上
席
執
行
役
員
、
代
表
取
締
役
副
社
長
を
経
て
、
二
〇
一
八
年
に
代
表
取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
。
二
〇
二
三

年
よ
り
代
表
取
締
役
会
長
。

安
川
健
司
（
や
す
か
わ
・
け
ん
じ
）

スティーブン・ピンカー〔2019〕

21世紀の啓蒙
理性、科学、ヒューマニズム、進歩

上・下
橘明美・坂田雪子（翻訳）、草思社
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データで 見る

ドイツ

米国

日本韓国

―必要な具体策は何か
実質賃金の引き上げ

無形資産投資の対 GDP 比（2024 年）企業の開廃業率（2022 年）

イノベーションを実現した企業の割合

注 1）企業の開廃業率の算出方法は、国によって異なる点に留意が必要。
注 2）米国は 2021年、ドイツとフランスは 2020年の値を用いている。
出所）文部科学省　科学技術・学術政策研究所、科学技術指標 2024、調査資料 –341の図表 5–4–11 より直近のデータを抜粋。

注 1）過去 3年間にプロダクト・イノベーション（企業にとっての新規な製品・サービス・プロセス）を実現した企業の割合を示す。
注 2）定義は同一だが、国ごとに産業構造の違いがあるため、単純な比較ができない点は注意が必要。
注 3）�データ出所：文部科学省科学技術・学術政策研究所「全国イノベーション調査 2020」、欧州経済研究センター（ZEW）「Mannheim 

Innovation Panel」2021 年版、アメリカ国立科学財団（NSF）「Annual Business Survey 2017」
出所）吉岡（小林）徹氏提供。

注1）日本は 2023年、インドは 2022年の値を用いている。
注 2）�無形資産には、①デジタル化情報（ソフトウエア、データベース）、②イノベーション財産（研究開発、その他の知財製品〔鉱物

資源探査、芸術等〕、工業デザイン、新規金融商品）、③経済的能力（市場調査・ブランディング、運営モデル、プラットフォーム、
サプライチェーン、流通網、企業内研修）が含まれる。

出所）WIPO (2025) “World Intangible Investment Highlights 2025” の Figure 8 より抜粋。

注）USドル、購買力平価換算。
出所）�OECD, Productivity database（入手経路：OECD → OECD Data Explorer → Economy → Productivity → Productivity 

database）

雇用者 1 人当たり付加価値の推移（2000 年～2024 年）
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